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(3) 露頭観察・コア観察・研磨片観察・薄片観察結果



9-184

(3)-1 S-1の研磨片観察結果



S-1の研磨片観察結果

研磨片観察結果（固結した破砕部）

研磨片番号 変位センス

岩盤調査坑No.23-1_60R 正断層

9-185

＊ 各研磨片試料は，付近の断層の条線観察結果を踏まえたレイクで切断し，作成した。

R-7

位置図

M-12.5

給水処
理建屋

駐車場

N-13
N-13.5'

N-13'

N-14.5

O-16

O-17.3

O-17.5

J-9''

Ｂトレンチ
Ａトレンチ

X-2

岩盤調査坑（1データ）

K-10

えん堤左岸トレンチ

L-12.2

赤字：研磨片観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1（EL-4.7m)

水平ボーリング孔

M-12.5''

M-12.5'



←SW NE→

試料採取位置付近（No.23切羽）

上

下

北東南西

研磨面写真

5cm

観察面概念図
（岩盤調査坑No.23-1_60R)

北東

研磨面写真（構造等を加筆）

下

凡 例

変位方向

P面

上

固結した破砕部固結した破砕部

南西

R

U

R

U

・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。

粘土状
破砕部

Ｓ－１

5cm

9-186

研磨片観察結果（岩盤調査坑No.23-1_60R） 第597回審査会合
資料2-2 P.3-17 一部修正



9-187

(3)-2 S-1の薄片観察結果



S-1の薄片観察結果

薄片観察結果（粘土状破砕部）

薄片番号 変位センス

岩盤調査坑No.23-1_60R_2 逆断層

岩盤調査坑No.24-2_40R_2 逆断層

岩盤調査坑No.25-2_40R_1 逆断層

M-12.5'_40R 逆断層

M-12.5''_65R 逆断層

9-188

＊ 各薄片試料は，付近の断層の条線観察結果を踏まえたレイクで切断し，作成した。

R-7

位置図

M-12.5

給水処
理建屋

駐車場

N-13
N-13.5'

N-13'

N-14.5

O-16

O-17.3

O-17.5

J-9''

Ｂトレンチ
Ａトレンチ

X-2

岩盤調査坑（3データ）

K-10

えん堤左岸トレンチ

L-12.2

赤字：薄片観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1（EL-4.7m)

水平ボーリング孔

M-12.5''

M-12.5'

第553回審査会合
机上配布資料1 P.10-176 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

岩盤調査坑
No.23-1
ブロック

薄片観察結果（岩盤調査坑No.23-1_60R_2）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

拡大範囲

拡大範囲

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部

上

下
1cm

粘土状
破砕部

1cm

上

下

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部

上

下
1cm

粘土状
破砕部

1cm

上

下

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1mm1mm

1mm1mm

上

下

上

下

上

下

上

下

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

粘土状破砕部 粘土状破砕部

粘土状破砕部 粘土状破砕部

■条線観察結果を踏まえ，60°Rのレイクでブロック
を切断して作成した薄片を観察した。

固結した破砕部固結した破砕部

固結した破砕部固結した破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

9-189

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

第597回審査会合
資料2-2 P.3-18 一部修正

赤字：第597回審査会合以降に変更した箇所
（顕微鏡写真 Y面 誤記修正）

Y面修正

Y面修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

岩盤調査坑
No.24-2
ブロック

薄片観察結果（岩盤調査坑No.24-2_40R_2）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，40°Rのレイクでブロック
を切断して作成した薄片を観察した。

拡大範囲

拡大範囲

1cm

1cm

上

下

上

下

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

1cm

1cm

上

下

上

下

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1mm

1mm

1mm

1mm

粘土状破砕部 粘土状破砕部

粘土状破砕部 粘土状破砕部

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上

下

上

下

上

下

上

下

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

9-190
・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第553回審査会合
机上配布資料1 P.10-178 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

岩盤調査坑
No.25-2
ブロック

薄片観察結果（岩盤調査坑No.25-2_40R_1）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，40°Rのレイクでブロック
を切断して作成した薄片を観察した。

上
盤

下
盤

上

下

粘土状
破砕部
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上
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盤
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固結した
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固結した
破砕部

9-191

上
盤

下
盤

粘土状破砕部
固結した
破砕部

固結した
破砕部

1mm

上
盤

下
盤

粘土状破砕部

上

下

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状破砕部
固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

1cm

上
盤

下
盤
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粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

拡大範囲

上
盤

下
盤
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下

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

1cm
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粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

拡大範囲

1cm1cm

・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第597回審査会合
資料2-1 P.95 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

M-12.5’孔
(深度51.70m)

薄片観察結果（M-12.5'_40R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，40°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。
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上

下

上
盤

下
盤

上
盤

下
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粘土状
破砕部

拡大範囲
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下

下
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1cm
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上
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上
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盤
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上
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上
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上
盤

下
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粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部 安山岩

固結した
破砕部安山岩

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部安山岩

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部安山岩

拡大範囲

拡大範囲

粘土状破砕部粘土状破砕部

粘土状破砕部粘土状破砕部

9-192
・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第553回審査会合
机上配布資料1 P.10-180 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

M-12.5’’孔
(深度49.97m)

薄片観察結果（M-12.5''_65R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，65°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。
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盤
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盤
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1mm
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上
盤

下
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上
盤

下
盤

上

下
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下

1mm

1mm

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 安山岩

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 安山岩

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 安山岩

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 安山岩

拡大範囲

上

拡大範囲

粘土状破砕部

9-193

固結した
破砕部

粘土状破砕部

固結した
破砕部

粘土状破砕部

固結した
破砕部

粘土状破砕部

固結した
破砕部

・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第597回審査会合
資料2-1 P.99 一部修正



(3)-3 S-2・S-6の露頭観察結果（会合部）

9-194



※1 スケッチ時の記載用語。
「粘土状破砕部」に対応する。

S-8

トレンチ写真（展開図）

EL10m

S-8

埋
土

トレンチスケッチ（展開図）
S-2・S-6とS-8の会合部の状況

＊ 破砕部の幅は写真及び
スケッチから推定

＊

※1

位置図

トレンチスケッチ（展開図） 拡大図
（原縮尺50分の1）

見かけの変位方向

・S-8の主せん断面は会合部付近で，引きずりの形状を示すことから，見かけ右横ずれセンスの動きが認定できる。
・この動きの方向は，粘土状破砕部の条線観察で確認された左横ずれ逆断層センスと運動方向が異なることから，固結
した破砕部が形成されたときの動きを表していると考えられる。 9-195

主せん断面

主せん断面

露頭観察結果（S-2・S-6とS-8の会合部トレンチ）

拡大範囲

会合部トレンチ

第627回審査会合
資料2-1 P.99，P.142 一部修正



9-196

(3)-4 S-2・S-6の薄片観察結果



S-2・S-6の薄片観察結果

薄片観察結果（粘土状破砕部）

薄片番号 変位センス

K-6.2_100R 逆断層

F-8.5'_140R 逆断層

E-8.5-1_140R 逆断層

E-8.5-2_0R 逆断層

E-8.6-1_145R 逆断層

E-8.6'_100R 逆断層

9-197

＊ 各薄片試料は，付近の断層の条線観察結果を踏まえたレイクで切断し，作成した。
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赤字：薄片観察箇所

K
-
6
.1

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-2・S-6（EL-4.7m)

位置図

K
-
6
.2

F
-
8
.5
’

薄片観察結果（固結した破砕部）

薄片番号 変位センス

F-8.5'_140R 正断層

第553回審査会合
机上配布資料1 P.10-38 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

F-8.5'孔
(深度8.80m)

薄片観察結果（F-8.5'_140R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

上

下

下

固結した
破砕部 凝灰角礫岩固結した破砕部

粘土状
破砕部

拡大範囲

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1cm

1cm

上

固結した
破砕部 凝灰角礫岩固結した破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 凝灰角礫岩固結した破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 凝灰角礫岩固結した破砕部

粘土状
破砕部

下

上

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1cm

1cm

上

下

拡大範囲

・ 固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。
・ 粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

■条線観察結果を踏まえ，140°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

固結した
破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

固結した
破砕部

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上

下

下

上

上

下

下

上

1mm 1mm

1mm 1mm

9-198

凡 例

変位方向（固結した破砕部）

Y面（最新面）

P面（不明瞭）

変位方向（粘土状破砕部）

第597回審査会合
資料2-1 P.129 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

K-6.2孔
(深度24.17m)

薄片観察結果（K-6.2_100R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

上

下

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

1cm

上

下

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

1cm

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上

下

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

1cm

上

下

上
盤

下
盤

拡大範囲

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

上

下

上
盤

下
盤

粘土状破砕部
固結した
破砕部

1mm

拡大範囲

上
盤

下
盤

上

下

粘土状破砕部
固結した
破砕部

1mm

上

粘土状破砕部
固結した
破砕部

上

粘土状破砕部
固結した
破砕部

下 1mm下 1mm

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，100°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

9-199

1cm

・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第627回審査会合
資料2-1 P.123 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

E-8.5-1孔
(深度8.71m)

薄片観察結果（E-8.5-1_140R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

■条線観察結果を踏まえ，140°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

上
盤

下
盤

1mm

粘土状
破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部固結した破砕部

上

下

上

下

下

上

下

上

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1cm1cm

1cm1cm

拡大範囲

拡大範囲

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

1mm

1mm1mm

上

下

下

上

上

下

下

上

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

9-200

第597回審査会合
資料2-2 P.4-18 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

E-8.5-2孔
(深度8.55m)

薄片観察結果（E-8.5-2_0R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，0°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

南

北

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

南

北

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

南

北

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

1cm

1cm

1cm

拡大範囲

1cm

拡大範囲

1mm

南

北

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部固結した破砕部 固結した破砕部

1mm

1mm1mm

固結した破砕部 固結した破砕部
粘土状
破砕部

固結した破砕部固結した破砕部固結した破砕部固結した破砕部
粘土状
破砕部

固結した破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

北

南

南

北

北

南

南

北

下
盤

下
盤

下
盤

下
盤

上
盤

上
盤

上
盤

上
盤

9-201
・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第627回審査会合
資料2-1 P.122 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

E-8.6-1孔
(深度8.00m)

薄片観察結果（E-8.6-1_145R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，145°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

下

下

上

1cm

1cm

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上

下

下

上

1cm

1cm

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上

下

上

下
1mm

1mm

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上

下

上

下
1mm

1mm

粘土状
破砕部火山砕屑岩

粘土状
破砕部

上

拡大範囲

粘土状破砕部粘土状破砕部

粘土状破砕部粘土状破砕部

火山砕屑岩火山砕屑岩
粘土状
破砕部 火山砕屑岩

火山砕屑岩 火山砕屑岩

下
盤

拡大範囲

9-202

粘土状
破砕部火山砕屑岩 火山砕屑岩

・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第553回審査会合
机上配布資料1 P.10-43 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

E-8.6’孔
(深度11.60m)

薄片観察結果（E-8.6’_100R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，100°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

上

下

上

下

粘土状
破砕部 固結した破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部固結した破砕部

上

下

上

下

上

下

上

下

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

1cm

1cm

1cm

1cm

拡大範囲

拡大範囲

粘土状
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

1mm

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

1mm

1mm

1mm

上

下

上

下

9-203
・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第553回審査会合
机上配布資料1 P.10-44 一部修正



9-204

(3)-5 S-4のコア観察結果



S-4のコア観察結果

9-205

コア観察結果（固結した破砕部）

ボーリング孔名 変位センス

D-10.2-1SE孔 正断層

E-8.50'
F-9'

F-9.3-4

G-9.3-2

G-9.2-1

No.4

No.3

2U-4

H-6.4

EL35m盤

EL21m盤

35m盤トレンチ

赤字：コア観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-4（EL-4.7m)
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

位置図

D-10.2-1SE

E-11.1SE

D-12.3

G-9.3’



コア観察結果（ボーリングD-10.2-1SE孔）

9-206

D-10.2-1SE孔（傾斜角60°）
コア写真（深度61.0～61.5m）

固結した破砕部
拡大写真範囲

破砕部

61.1 61.2 61.3 61.4 61.561.0

拡大写真（下は構造等を加筆）

ボーリング
孔底側
（下盤）

Y面

Y面

礫の引きずり
（P面）

斜長石の
引きずり
（P面）

ボーリング
孔口側
（上盤）

ボーリング孔壁上側

ボーリング孔壁下側

1cm

ボーリング孔壁上側

ボーリング孔壁下側

ボーリング
孔底側
（下盤）

ボーリング
孔口側
（上盤）

1cm

・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側
下がりの正断層センスが認定できる。

変位方向

P面

Y面



9-207

(3)-6 S-4の薄片観察結果



S-4の薄片観察結果

9-208

薄片観察結果（粘土状破砕部）

薄片番号 変位センス

G-9.3’_130R 逆断層

＊ 各薄片試料は，付近の断層の条線観察結果を踏まえたレイクで切断し，作成した。

E-8.50'
F-9'

F-9.3-4

G-9.3-2

G-9.2-1

No.4

No.3

2U-4

H-6.4

EL35m盤

EL21m盤

35m盤トレンチ

赤字：薄片観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-4（EL-4.7m)
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

位置図

D-10.2-1SE

E-11.1SE

D-12.3

G-9.3’

第553回審査会合
机上配布資料1 P.10-83 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

G-9.3’孔
(深度62.19m)

薄片観察結果（G-9.3’_130R）

（直交ニコル）（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，130°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

上

上

下

下 1cm

1cm

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上

下

下 1cm

1cm

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

粘土状破砕部 固結した破砕部

上
盤

下
盤

1mm

上

下

粘土状破砕部 固結した破砕部

上
盤

下
盤

1mm

上

下

（単ニコル）

粘土状破砕部 固結した破砕部

上
盤

下
盤

1mm

上

下

粘土状破砕部 固結した破砕部

上
盤

下
盤

1mm

上

下

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部 固結した破砕部

拡大範囲

拡大範囲

上

9-209
・粘土状破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側上がりの逆断層センスが認定できる。

第597回審査会合
資料2-2 P.5-16 一部修正



9-210

(3)-7 S-7の薄片観察結果



S-7の薄片観察結果

9-211

薄片観察結果（固結した破砕部，粘土状破砕部）

薄片番号 変位センス

H-5.7_20R 不明

H-5.7’_20R 不明

＊ 各薄片試料は，付近の断層の条線観察結果を踏まえたレイクで切断し，作成した。

H-5.7

H-5.2
H-5.4
H-5.5

位置図

拡大平面図

拡大範囲

拡大断面図

断面位置

H-5.2 H-5.4 H-5.5 H-5.7

1
2

3
4

12
3

4

12
3

4

斜数字は枝番

H-5.5

H-5.4

H-5.2
1～4

斜数字は枝番

1
2

3
41

2
3

4

H-5.7

赤字：薄片観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-7（EL-4.7m)

H-5.7’

H-5.7’

H-5.7’



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

H-5.7孔
(深度13.20m)

1cm

1cm

1mm

下
盤

上
盤

粘土状
破砕部

下
盤

上
盤

粘土状
破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部 粘土状破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部
固結した
破砕部

1cm

1cm

下
盤

上
盤

粘土状
破砕部

下
盤

上
盤

粘土状
破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部

下
盤

上
盤

1mm

粘土状破砕部 固結した破砕部
固結した
破砕部

下
盤

上
盤

粘土状破砕部 固結した破砕部
固結した
破砕部 粘土状破砕部 固結した破砕部

固結した
破砕部

1mm 1mm

拡大範囲

拡大範囲 下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

薄片観察結果（H-5.7_20R）
■条線観察結果を踏まえ，20°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

9-212

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）上

下

下

上

上

下

下

上

上

下

下

上

上

下

下

上

・固結した破砕部，粘土状破砕部中には変位センスが認定できるような明瞭な変形構造は認められない。

第627回審査会合
資料2-1 P.120 一部修正



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

H-5.7'孔
(深度14.32m)

1cm

1cm

1mm

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

上
盤

下
盤

固結した破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部 粘土状破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部
固結した
破砕部

1cm

1cm

上
盤

下
盤

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

上
盤

下
盤

固結した破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部

固結した破砕部

上
盤

下
盤

固結した破砕部 粘土状破砕部
固結した
破砕部

1mm

上
盤

下
盤

1mm

固結した破砕部 粘土状破砕部
固結した
破砕部

上
盤

下
盤

固結した破砕部 粘土状破砕部
固結した
破砕部

1mm

上
盤

下
盤

拡大範囲

拡大範囲

薄片観察結果（H-5.7'_20R）
■条線観察結果を踏まえ，20°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

9-213

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）上

下

下

上

上

下

下

上

上

下

下

上

上

下

下

上

第627回審査会合
資料2-1 P.121 一部修正

・固結した破砕部，粘土状破砕部中には変位センスが認定できるような明瞭な変形構造は認められない。



9-214

(3)-8 S-8の薄片観察結果



S-8の薄片観察結果

9-215

＊ 各薄片試料は，付近の断層の条線観察結果を踏まえたレイクで切断し，作成した。

位置図

F-6.79

拡大平面図

標準断面図

斜数字は枝番

1234

F-6.74～F-6.9

断面位置

F-6.9

F-6.79
F-6.74

1
2

31
2

3
4

1
2

3
4

1
2

3
4

F-6.8

4
F-7.0

斜数字は枝番
拡大範囲 F-7.0

F-6.9F-6.8F-6.74

赤字：薄片観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-8（EL-4.7m)

薄片観察結果（固結した破砕部）

薄片番号 変位センス

F-6.9-2_145R 正断層

薄片観察結果（固結した破砕部，粘土状破砕部）

薄片番号 変位センス

F-6.8_70R 不明

F-7.0_70R 不明



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

F-6.9-2孔
(深度13.30m)

薄片観察結果（F-6.9-2_145R）

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

■条線観察結果を踏まえ，145°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

1cm

1cm

上

下

下

上

1cm

1cm

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

上

下

上

下 1mm

1mm

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

上

下

上

下 1mm

1mm

拡大範囲

固結した破砕部安山岩 固結した破砕部安山岩

拡大範囲

固結した破砕部安山岩 固結した破砕部安山岩

上

上

下

下

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

固結した破砕部 固結した破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部

9-216
・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

F-6.8孔
(深度23.75m)

（直交ニコル）

（単ニコル）

1mm

1cm

下
盤

上
盤

上

下

粘土状
破砕部凝灰角礫岩 固結した破砕部

1cm

下
盤

上
盤

上

下

粘土状
破砕部凝灰角礫岩 固結した破砕部

（直交ニコル）

（単ニコル）

1cm

拡大範囲
下
盤

上
盤

上

下

粘土状
破砕部凝灰角礫岩 固結した破砕部

1cm

下
盤

上
盤

上

下

粘土状
破砕部凝灰角礫岩 固結した破砕部

拡大範囲

拡大範囲

拡大範囲

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

上

下

上

下

上

下

上

下

凝灰角礫岩 固結した破砕部
粘土状
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部

固結した破砕部

粘土状
破砕部 固結した破砕部

粘土状
破砕部

1mm

1mm 1mm

固結した
破砕部 凝灰角礫岩

固結した
破砕部

凝灰角礫岩

固結した
破砕部 凝灰角礫岩

固結した
破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部

薄片観察結果（F-6.8_70R） ■条線観察結果を踏まえ，70°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

・固結した破砕部，粘土状破砕部中には変位センスが認定できるような明瞭な変形構造は認められない。

第627回審査会合
資料2-1 P.118 一部修正

9-217



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

F-7.0孔
(深度16.09m)

1cm

1cm

（直交ニコル）

（単ニコル）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

上
盤

下
盤

上

下

上
盤

下
盤

上

下

固結した破砕部 固結した破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部

（直交ニコル）

（単ニコル）

1cm

1cm

拡大範囲

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

上
盤

下
盤

上

下

上
盤

下
盤

上

下

固結した破砕部 固結した破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部

拡大範囲拡大範囲

拡大範囲
上
盤

下
盤

上

下

上
盤

下
盤

上

下

上
盤

下
盤

下

上
盤

下
盤

下

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

固結した
破砕部

粘土状
破砕部

固結した
破砕部

上 上

1mm 1mm

1mm 1mm

薄片観察結果（F-7.0_70R）
■条線観察結果を踏まえ，70°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

第627回審査会合
資料2-1 P.119 一部修正

・固結した破砕部，粘土状破砕部中には変位センスが認定できるような明瞭な変形構造は認められない。

9-218



9-219

(3)-9 B-3の薄片観察結果



B-3の薄片観察結果

9-220

薄片観察結果（固結した破砕部）

薄片番号 変位センス

J-6.1_70R 正断層

＊ 各薄片試料は，付近の断層の条線観察結果を踏まえたレイクで切断し，作成した。

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

B-3（EL-4.7m)

水平ボーリング孔

位置図
赤字：薄片観察箇所

J-6.1 K-6.2-2

薄片観察結果（粘土状破砕部）

薄片番号 変位センス

J-6.1_70R 不明



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

J-6.1孔
(深度27.9m)

下
盤

上
盤

固結した破砕部固結した破砕部

粘土状
破砕部

1cm

下
盤

上
盤

薄片観察結果（J-6.1_70R）
■条線観察結果を踏まえ，70°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

9-221

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）上

下

下

上

下

下
盤

上
盤

上

下

拡大範囲

下
盤

上
盤

上

下

拡大範囲

1cm

下
盤

上
盤

固結した破砕部

上

下

1mm

固結した破砕部
粘土状
破砕部

下
盤

上
盤

上

下 1mm

固結した破砕部

下
盤

上
盤

上

下 1mm

固結した破砕部

下
盤

上
盤

上

下 1mm

固結した破砕部 固結した破砕部

1cm

1cm1cm

・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。
・粘土状破砕部中には変位センスが認定できるような明瞭な変形構造は認められない。

粘土状破砕部 粘土状破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部粘土状破砕部 粘土状破砕部



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

J-6.1孔
(深度27.9m)

固結した破砕部

粘土状破砕部

下
盤

上
盤

薄片観察結果（J-6.1_70R）
■条線観察結果を踏まえ，70°Rのレイクでボーリング
コアを切断して作成した薄片を観察した。

9-222

（直交ニコル）

（単ニコル） 上

下 1mm

固結した破砕部

下
盤

上
盤

上

下

上

下

上

下

粘土状破砕部

1mm

固結した破砕部

粘土状破砕部

下
盤

上
盤

下 1mm

固結した破砕部

下
盤

上
盤

下

粘土状破砕部

1mm

1cm

下
盤

上
盤

固結した破砕部

1cm

（直交ニコル）

（単ニコル） 上

下

下

1cm

下
盤

上
盤

上

下

拡大範囲

1cm

下
盤

上
盤

上

下

拡大範囲

1cm

下
盤

上
盤

固結した破砕部

上

下

固結した破砕部 固結した破砕部

粘土状破砕部 粘土状破砕部

粘土状破砕部 粘土状破砕部

・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。
・粘土状破砕部中には変位センスが認定できるような明瞭な変形構造は認められない。



9-223

(3)-10 K-1～K-4の研磨片観察結果



調査位置図

試料採取位置

試料採取位置
固結した破砕部 10cm

←N S→

試料採取箇所

E→←W
上

下

研磨片写真（下は変形構造を加筆）

E→←W
上

下

主せん断面

試料採取位置

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

研磨片観察結果（K-1）

9-224・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。

凡 例

変位方向

P面



調査位置図

試料採取位置

試料採取位置

固結した破砕部 10cm

←N S→

試料採取箇所

E→←W
上

下

研磨片写真（下は変形構造を加筆）

E→←W
上

下

主せん断面

試料採取位置

研磨片観察結果（K-2）

9-225

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。

凡 例

変位方向

P面

第597回審査会合
資料2-1 P.167 一部修正



×

×

×

×
Ｋ－７

Ｋ－６

調査位置図

試料採取位置

試料採取位置

E→←W

上

下

研磨片写真（下は変形構造を加筆）

E→←W

上

下

主せん断面

10cm

←N S→

試料採取箇所

試料採取位置固結した破砕部

研磨片観察結果（K-3）

9-226

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。

凡 例

変位方向

P面



調査位置図

試料採取位置

試料採取位置

固結した破砕部 10cm

←NW SE→

試料採取箇所

SW→←NE
上

下

研磨片写真（下は変形構造を加筆）

SW→←NE 上

下

主せん断面

試料採取位置

研磨片観察結果（K-4）

9-227

下
盤

上
盤

下
盤

上
盤

・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。

凡 例

変位方向

P面



9-228

(3)-11 K-5の薄片観察結果



調査位置図

試料採取位置

10cm

試料採取箇所

主せん断面

薄片作成（次頁）

9-229

研磨片観察結果（K-5）

試料採取位置

←NW SE→

試料採取位置

固結した破砕部

研磨片写真（下は主せん断面を加筆）

SW→←NE
上

下

下
盤

上
盤

上

下

SW→←NE

下
盤

上
盤



顕微鏡観察（右に構造等を加筆） 顕微鏡観察 拡大（右に構造等を加筆）

K-5

1cm

上
盤

下
盤

上
盤

固結した破砕部

固結した破砕部

下
盤

上
盤

固結した破砕部

拡大範囲

薄片観察結果（K-5） ■ブロックサンプルを鉛直方向に切断
して作成した薄片を観察した。

（直交ニコル）

（単ニコル）

（直交ニコル）

（単ニコル）

上

下

下

上

下

上

下
盤

上
盤

下

上
固結した破砕部

1cm

1cm 1cm

1mm

固結した破砕部 固結した破砕部

固結した破砕部 固結した破砕部

上 上

上 上

1mm

1mm 1mm

下 下

下下

上
盤

上
盤

上
盤

上
盤

下
盤

下
盤

下
盤

下
盤

下
盤

暗い色調を呈し
周囲より細粒

拡大範囲

9-230・固結した破砕部中の変形構造から，見かけ上盤側下がりの正断層センスが認定できる。



(3)-12 K-2，K-3の露頭観察結果（各会合部）

9-231



×

×

×

×

×

【K-2とK-5の切り合い関係】

【K-2とK-4の切り合い関係】

【K-2とK-1の切り合い関係】

【K-3とK-10の切り合い関係】

海岸部の断層会合部の調査位置図

矢印（ ）の向きは断層の傾斜方向を示す

9-232

露頭観察結果（K-2，K-3の各会合部）



←SSW ＮNE→
←SSW ＮNE→

Ｋ－２

Ｋ－５

Ｋ－５

10cm

Ｋ－２

・K-5の主せん断面は，K-2の主せん断面によって切断され，
見かけ右横ずれにより約20cmずらされている。

K-2とK-5の会合部付近の状況（写真1）
K-2とK-5の会合部付近の状況（詳細スケッチ）

K-2とK-5の会合部付近拡大（写真2）

写真2範囲

主せん断面

下図解釈線ありスケッチ範囲

主せん断面

海側

内陸側

凝灰角礫岩

安山岩（均質）

火山礫凝灰岩

固結した破砕部
Ｋ－２

Ｋ－５

Ｋ－５

主せん断面

主せん断面

Ｋ－２

詳細スケッチ（解釈線あり）

見かけの
変位方向

9-233

露頭観察結果（K-2とK-5の会合部）
第627回審査会合

資料2-1 P.47 一部修正



←SSW ＮNE→

K-2とK-4の会合部付近の状況（写真1）

10cm

写真2範囲

転石

サンプリングによる凹み

K-2とK-4の会合部付近拡大（写真2 サンプリング前）

凝灰角礫岩

火山礫凝灰岩

固結した破砕部

・K-4の主せん断面はK-2との会合部付近で，K-2の見かけ
右横ずれにより引きずられる形状を示す。

詳細スケッチ（解釈線あり）

見かけの
変位方向

9-234

←SSW ＮNE→

Ｋ－２

Ｋ－４

Ｋ－２

K-2とK-4の会合部付近の状況（詳細スケッチ）

主せん断面

主せん断面

海側

内陸側

露頭観察結果（K-2とK-4の会合部）

主せん断面

Ｋ－２
Ｋ－２

Ｋ－４

主せん断面

第627回審査会合
資料2-1 P.48 一部修正



←S Ｎ→

K-2とK-1の会合部付近の状況（写真）

Ｋ－１

Ｋ－２

凝灰角礫岩

火山礫凝灰岩

固結した破砕部

・K-1の主せん断面はK-2との会合部付近で，K-2の
見かけ右横ずれにより引きずられる形状を示す。

K-2とK-1の会合部付近の状況（詳細スケッチ）

Ｋ－２

主せん断面

主せん断面

海側

内陸側

詳細スケッチ（解釈線あり）

見かけの変位方向

9-235

露頭観察結果（K-2とK-1の会合部）

Ｋ－１

Ｋ－２

Ｋ－２

主せん断面

主せん断面

第627回審査会合
資料2-1 P.49 一部修正



←S Ｎ→

K-3とK-10の会合部付近の状況（写真）

Ｋ－１0

Ｋ－３

K-3とK-10の会合部付近の状況（詳細スケッチ）

Ｋ－３

主せん断面

主せん断面

海側

内陸側

安山岩（角礫質）

火山礫凝灰岩

固結した破砕部

詳細スケッチ（解釈線あり）

右上図解釈線ありスケッチ範囲

Ｋ－３

Ｋ－１0

Ｋ－３

主せん断面

主せん断面

・K-10の主せん断面はK-3との会合部付近で，K-3の
見かけ右横ずれにより引きずられる形状を示す。

見かけの変位方向

9-236

露頭観察結果（K-3とK-10の会合部）
第627回審査会合

資料2-1 P.50 一部修正
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